
『
逆
説
の
日
本
史
』
を
読
ん
で 
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最
近
『
逆
説
の
日
本
史
』
に
嵌
っ
て
い
る
。
全
二
十
八
巻
の
大
著
で
第
一
巻
の
古
代
編
か
ら
で
は

な
く
、
第
二
十
八
巻
の
大
正
混
迷
編
か
ら
遡
り
現
在
は
第
二
十
一
巻
だ
。
著
者
は
井
沢
元
彦
氏
、
Ｔ

Ｂ
Ｓ
報
道
局
記
者
か
ら
小
説
家
に
転
じ
、
本
作
は
『
週
刊
ポ
ス
ト
』
に
一
九
九
二
年
か
ら
連
載
中
の

作
品
を
順
次
取
り
ま
と
め
た
も
の
。 

 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
調
で
講
談
を
聞
い
て
い
る
気
分
だ
。
細
部
も
驚
く
ほ
ど
よ
く
調
査
、
蘊
蓄
が

披
露
さ
れ
る
（
例
え
ば
、
西
郷
隆
盛
が
通
称
吉
之
助
か
ら
隆
盛
に
な
っ
た
の
は
太
政
官
布
告
で
名
前

を
一
つ
に
統
一
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
従
来
は
実
名
（
諱
）
は
口
に
す
る
の
を
は
ば
か
っ
た
、

本
当
は
隆
盛
で
は
な
く
隆
永
だ
っ
た
が
届
け
を
誤
っ
た
）
。 

 

氏
は
史
実
を
重
視
す
る
が
、
世
の
歴
史
学
者
に
対
し
て
史
料
に
囚
わ
れ
す
ぎ
と
批
判
的
。
史
料
に

無
い
こ
と
を
想
定
し
、
時
に
は
史
料
の
真
実
性
も
疑
う
べ
き
と
す
る
（
記
録
を
残
す
の
は
勝
者
）
。 

そ
し
て
日
本
史
全
体
を
貫
く
い
わ
ば
日
本
教
と
し
て
次
の
三
点
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
視
点
を
踏

ま
え
歴
史
を
見
る
べ
き
と
す
る
。
①
ケ
ガ
レ
忌
避
（
古
代
に
は
天
皇
が
崩
御
す
る
と
（
死
は
最
大
の

ケ
ガ
レ
）
遷
都
）
②
言
霊
信
仰
（
口
に
し
た
言
葉
は
現
実
に
な
り
時
に
は
責
任
を
追
及
さ
れ
る→

戦

争
に
勝
て
な
い
は
禁
句
）
③
怨
霊
鎮
魂
（
英
霊
の
死
を
無
駄
に
す
る
な
）
。
興
味
深
い
視
点
だ
が
、

正
統
的
な
歴
史
学
者
は
思
い
込
み
と
し
て
相
手
に
せ
ず
、
そ
れ
が
氏
に
は
大
き
な
不
満
の
よ
う
だ
。 

 

ま
た
繰
り
返
さ
れ
る
の
が
、
朝
日
新
聞
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
で
あ
る
。
北
朝
鮮
を
賛
美
し
帰
還

運
動
を
応
援
し
た
こ
と
、
従
軍
慰
安
婦
問
題
に
つ
い
て
虚
偽
の
吉
田
証
言
を
真
実
と
し
て
報
道
し
、

か
つ
過
ち
を
長
期
に
、
潔
く
認
め
な
か
っ
た
こ
と
等
、
既
成
の
権
威
に
対
す
る
容
赦
な
い
批
判
に
は

胸
の
空
く
思
い
が
す
る
。 

 

ま
た
、
中
国
、
韓
国
が
日
本
と
違
い
近
代
化
に
立
ち
後
れ
た
の
は
、
祖
法
の
遵
守
を
教
義
と
す
る

朱
子
学
の
桎
梏
の
せ
い
と
す
る
。
私
は
科
挙
は
人
材
登
用
と
い
う
点
で
、
公
平
で
大
変
優
れ
た
制
度

と
思
っ
て
い
た
が
、
科
挙
試
験
は
朱
子
学
の
国
教
化
を
も
た
ら
し
た
と
し
、
近
代
初
頭
西
洋
（
日
本

を
含
む
）
の
圧
力
に
苦
し
ん
だ
中
国
、
韓
国
に
全
く
同
情
は
な
い
。 

今
し
ば
ら
く
本
シ
リ
ー
ズ
を
楽
し
ま
せ
て
も
ら
お
う
。 


